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第１学年 国語科学習指導案

日 時 平成１７年１０月１４日（金）５校時

児 童 男７名 女８名 計１５名

指導者 小 石 敦 子

くらべてよもう１ 単元名

「じどう車くらべ」教材名

２ 単元について

（１）児童観

１学期に実施した「いろいろなくちばし」の説明的文章では 「写真を見て想像し、問いか、

けと、その答えの順などを考えながら内容の大体を読むこと 「問いかけや生き物の説明など」

のまとまりを考えながら口形に気を付けて音読すること」を中心に学習した。説明的文章の基

本文型である「問い」と「答え」を繰り返し読む過程をふんだ結果、教材文の読み取り後、多

くの児童が「問いかけ」と「答え」の文型を意識した「生き物クイズ」を作ることができた。

しかし 「答え」に続く「くちばしの使いみち」や「えさとのつながり」までを記述する文で、

は、文のまとまりがよく分からず、文作りで戸惑った児童が少なくなかった。

そこで 本単元では １学期の説明文の学習を受けて 読み取りの視点である 仕事 と つ、 、 、 「 」 「

くり」を常に意識させて学習を進めていくとともに、この二つのまとまりをつなぐ役割を果た

している接続語「そのために」を大切にしていきたい。また 「～は～しています 「そのた、 。」

めに、～あります 「～います 」といった文型の表現に慣れさせ、文のまとまりを文末表現。」 。

。 、 「 」からも意識させていきたい そして 本単元の最終ゴールである 好きな自動車お知らせ図鑑

を、どの児童も「仕事」と「つくり」に着目して作り上げることができるように学習を進めて

いきたいと考える。

（２）教材観

第１学年及び第２学年の「読むこと」の指導目標は 「書かれている事柄の順序や場面の様、

子などに気付きながら読むことができるようにするとともに、楽しんで読書しようとする態度

を育てる」である。また、本教材の中心となる指導事項は「３種類の自動車について、仕事と

つくりの関係などを考えながら内容の大体をよむこと 「語や文としてのまとまりを考えなが」

ら音読すること」である。

１学期の「いろいろなくちばし」では、３種類の鳥のくちばしについて、説明的文章の基本

文型「問いの文」と「答えの文」を意識させて音読したり視写したりする活動を通して、問い

と答えの順などを考えながら内容の大体を読む学習を行った。

本教材の「じどう車くらべ」は、大きく四つのまとまりから構成されている。第１のまとま

りは、話題と問題提起の部分として、自動車の「仕事」と「つくり」に目を向けさせ、自動車

の機能と構造を関連付けて考えるように書かれている。第２～第４のまとまりは、バスや乗用

車・トラック・クレーン車の「仕事」と「つくり」について説明されている。さらに、本教材

を学習した後、はしご車について問題提起をし、発展学習につないでいる。

本教材は、児童にとって身近で興味深い「自動車」を取り上げている。ほとんどの家庭には

自動車があり、また、乗るだけでなく絵本で見たりミニカーで遊んだりといった経験など、い

ろいろな形でなじみ深い物である。さらには、はじめのまとまりで 「仕事」と「つくり」の、

二つの読みの視点をはっきりと示していることで、児童は 「仕事」と「つくり」の関係を考、

えながら進んで内容を読み取ることができる教材であると考える。
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（３）指導観

単元の初めには、反復Ａを行い、前単元の「いろいろなくちばし」で学習した説明文の読み

取りの仕方を振り返り、学び方を確認した上で本単元に入る。

児童が目的意識や必要感をもって主体的に学習に取り組むことができるために、まず、単元

の「つかむ」段階において、題名想起をさせる。題名の「じどう車くらべ」から考えられるこ

とを自由に発表させ、分類していく。特に「くらべる」の語句について、自動車の何を比べる

のかについて考えさせたい。また、児童と一緒に単元計画を考え、学習後のゴールとして、自

動車のよいところを見つけ「仕事」と「つくり」に着目した「好きな自動車お知らせ図鑑」を

作ることを提案する。

「深める」段階においては、音読と視写を中心にしながら、バスと乗用車・トラック・クレー

ン車について 「仕事」と「つくり」を読み取らせていく。その際 「そのために」という接、 、

続語が「仕事」と「つくり」それぞれのまとまりをつなぐ役割を果たしていることを理解させ

る。一単位時間の中には「一人学び」の時間を設定し、自分の読み・主体的な読みを進めてい

きたい。また、一人学びの後の学び合いの場で 「今日のキーワード」を確認する。自己評価、

カードは、情意面と認知面について１つずつ丸を付ける形とともに、学習をしての感想につい

て自分の言葉で振り返らせ、その評価が次の学習につながるようにさせたい。

「広げる」段階では 「好きな自動車お知らせ図鑑」に向けて、学習を進める。はしご車につ、

いて全体の場で「仕事」と「つくり」についての説明文を作った後、それぞれ好きな自動車を

選んで お知らせ図鑑 を作る活動を行う 教材文の読み取りから図鑑作りまで 繰り返し 仕「 」 。 、 「

事」と「つくり」に着目させていきながら、最終的には児童が自分たちで図鑑作りができたと

いう喜びを感じ取らせたい。

単元の最後には反復Ｂを行い、単元で培った力がどのくらい児童に身に付いているのかを把

握し、次の指導に役立てていきたいと考える。

単元全体を通して個人カルテを用いる。これは、一単位時間毎の一人一人の評価を記入し、

次時の指導へ生かすものであり、指導と評価の一体化につなげるものである。

３ 単元目標

（１）自動車の「仕事」と「つくり」の関係に興味をもち、進んで教材文を読み取ったり、図鑑など

を見たりしようとしている。 （国語における関心・意欲・態度）

（２）バスや乗用車・トラック・クレーン車について 「仕事」と「つくり」の関係を考えながら内、

。 （ ）容の大体を読むことができる 読むこと

（ ） 。 （ ）３ 語や文としてのまとまりを考えながら声に出して読むことができる 読むこと

（ ） 、 。 （ ）４ 乗り物などの本に興味をもち 探して読むことができる 読むこと

（５ 「仕事」と「つくり」の順序を考えながら、好きな自動車の簡単な説明の文章を書くことがで）

。 （ ）きる 書くこと

（ ） 、 。 （ ）６ 片仮名を正しく読み書きできるとともに 敬体の文章を書くことができる 言語事項

４ 単元の指導と評価規準（１１時間扱い）

過程 時 学習活動（指導内容） 評価規準〈評価方法〉

関心・意欲・態度 読むこと 言語事項「じどう車くらべ」

１ ＊反復Ａ（読イ） ・進んで前単元の ・三つの鳥のくち ・キーワードを押

つ ・前単元「いろいろなくち 振り返りに取り ばしの特徴を文 さえている。

か ばし」を音読し、キーワ 組んでいる。 章から見つけて

む ードの見つけ方を振り返 いる。

り 学習掲示で確かめる 〈観察・発言〉 〈観察・発言〉 〈観察・発言〉、 。



- 3 -

２ ・題名想起をする。 ・車に対する既有 ・教材文について ・新出漢字や片仮、

・全文を読み 感想をもつ の知識を進んで もっと知りたい 名の書きを丁寧、 。

。つ ・新出漢字や片仮名の書き 発表しようとし こと、疑問など に練習している

方を練習する。 ている。 を書いている。

か 発言･評価カード 発言・ノート 〈観察・ノート〉〈 〉 〈 〉

３ ・問題提示について読み取 ・教材文学習後、 ・教材文の読みの ・文末表現から、

む り 学習の見通しをもつ 自分で「自動車 視点（二つの課 問題文をとらえ、 。

・学習のゴールが、自動車 図鑑」をつくる 題）をつかんで ている。

図鑑づくりであることを ということに関 いる。

知る。 心をもとうとし

ている。

観察･評価カード 〈教科書･評価カー 〈教材文のサイド〈 〉

ド〉 ライン･発言〉

４ ・バスと乗用車の仕事とつ ・バスと乗用車の ・バスと乗用車の ・ ～は～してい「

くりの関係を読み取る。 仕事とつくりに よさを仕事とつ ます 「そのた。」

ついて進んで読 くりに沿って見 め～あります 」。

み取ろうとして つけている。 の文型をとらえ

ふ いる。 ている。

〈 〉 〈 〉観察･評価カード 〈サイドライン・ 発言・プリント

プリント・評価

カード〉

か ５ ・トラックの仕事とつくり ・トラックの仕事 ・トラックのよさ ・片仮名を正しく

の関係を読み取る。 とつくりについ を仕事とつくり 読み書きしてい

て進んで読み取 に沿って見つけ る。

ろうとしている ている。。

〈 〉 〈 〉め 観察･評価カード 〈サイドライン・ 音読・プリント

プリント・評価

カード〉

６ ・クレーン車の仕事とつく ・クレーン車の仕 ・クレーン車のよ 「じょうぶな 「し」

りの関係を読み取る。 事とつくりにつ さを仕事とつく っかりした」の

る 本 いて進んで読み りに沿って見つ 言葉の意味を正

時 取ろうとしてい けている。 しくとらえてい

る。 る。

〈 〉 〈 〉観察･評価カード 〈サイドライン・ プリント・発言

プリント・評価

カード〉

７ ・はしご車の仕事とつくり ・はしご車の説明 ・教材文を生かし ・ ～は～してい「

広 について説明する文章を を進んで書こう て、はしご車の ます 「そのた。」

げ 書く。 としている。 の説明文に取り め～あります 」。

る 組んでいる。 の文型をとらえ

〈プリント・評価 ている。

観察･評価カード カード〉 〈プリント〉〈 〉
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８ ・乗り物の本などを読む。 ・自分が好きな自 ・好きな自動車の ・語と語や文と文

９ ・教科書に出てこなかった 動車を、図鑑カ 情報を集め、簡 の続き方を考え

自動車の中から、自分が ードに夢中で書 単な組み立てを て敬体の文章を

好きな自動車を選んで、 いている。 考えている。 書いている。

その説明文を書く。絵も 〈図鑑カード・評 〈図鑑カード・評 〈図鑑カード〉

広 合わせて図鑑をつくる。 価カード〉 価カード〉

１０ ・書いた「自動車図鑑」を ・自分が好きな自 ・質問や感想を話

読み合ったり、紹介した 動車を進んで発 すときに、敬体

げ りする。 表し、友達の発 に気を付けなが

表をじっくり聴 ら話している。

。こうとしている

る 観察･評価カード 〈発言・観察〉〈 〉

１１ ＊反復Ｂ（読イ） ・学習したことを ・仕事とつくりの ・ ～は～してい「

・ 様子を考えながら内容 想起して、問題 関係をとらえて ます｡｣｢そのため「

の大体を読む問題」に取 に取り組んでい いる。 に～あります 」。

り組む。 る。 の文をとらえて

いる。

〈プリント〉 〈プリント〉 〈プリント〉

（ ６／１１ ）５ 本時の指導

（１）授業の構想

単元の最終ゴール「好きな自動車お知らせ図鑑」を作るために 「仕事」と「つくり」に着、

目することで、事柄の順序を考えながら内容の大体を読む力を育てたい。

（２）目 標（本時のねらい）

クレーン車の「仕事」と「つくり」を読み取り、クレーン車のいいところを見つけることが

できる。

（３）展 開 一人学び キーワード

段階 学 習 活 動 ・指導上の留意点 （○◎評価）＜評価方法＞

１ 前時までの学習を振り返る。 ・教室掲示をもとに トラックの 仕事 と つ、 「 」 「

くり」について読み取ったことをおさえる。

見

通 ２ 本時の学習課題をつかむ。 ・学習課題は、単元の「つかむ」の段階でおさ

す えているので、確認程度とする。

しごととつくりをしらべて、クレー

ン車のいいところをみつけよう。 ○学習課題がわかったか。 ＜観察＞

４

分

３ 本時の場面を音読する。 ・読みの視点として 「仕事」と「つくり」が、

ふ ・個人読みをする。 どこに書いてあるのか、単元の「つかむ」段

か ・一斉読みをする。 階でチェックした「仕事」と「そのために」

め ・指名読みをする。 をおさえながら読ませる。

る ・読みの苦手な児童には、一緒について読む。
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４ クレーン車の「しごと」を読み取る。

（ 「 」 。１) しごと について一人学びを行う

クレーン車の「しごと」が書いてあ ○線を引くことができたか。

るところに線を引きましょう。 ＜観察・挙手＞

２ しごと について全体で確かめる ・線を引いたところを発表させ、全体で確認し（ ）「 」 。

・ た後、プリントに視写する。おもいものをつりあげるしごと

ふ 「おもいものをつりあげる」 ・今日のキーワードの一つ目を、全体の場でお

さえる。

５ クレーン車の「つくり」を読み取る。

（ ）「 」 。１ つくり について一人学びを行う

クレーン車の「つくり」が書いてあ ◎クレーン車の「つくり」を見つけることが

るところに線を引きましょう。 できたか。

か Ａ 「つくり」についてキーワードをおさえ

て線をひいている。

例「じょうぶなうで」

「しっかりしたあし」

Ｂ 「つくり」に線をひいている。

例「じょうぶなうでが、のびたりうごいた

りするように、つくってあります。」

「車たいがかたむかないように、しっか

りしたあしが、ついています。」め

Ｃ 接続語「そのために」のあとの「～が～

あります 「～が～います 」のところに。」 。

着目させる。

・Ａの子には 「じょうぶなうで 「しっかりし、 」

たあし」とはどういうことか、自分の言葉で

書き込みをさせる。

る ２ つくり について全体で確かめる ・文と挿絵とを照応させながら、言葉の意味を（ ）「 」 。

正しく読み取らせる。

・今日のキーワードの二つ目を、全体の場でお

「じょうぶなうで」 さえる。

「しっかりしたあし」 ・クレーン車の「つくり」が二つあることを確

かめる。

・ もし・・・でなかったらどうなるか 」を考「 。

えさせ、クレーン車のいいところをさらに実

感させる （ もし・・・でなかったら」の挿。「

絵を用意して見せながら考えさせる ）。

「もし、弱いうでだったら」

３６ 「もし、うでがのびなかったら」

分 「もし、あしがついていなかったら」
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７ 自己評価カードに、評価を記入し発表 ○楽しくできたか。

振 する。 ○クレーン車のいいところを見つけられたか。

り ○今日の感想が書けたか。

返 ＜自己評価カード＞

る

８ 次時の学習内容を知る。 ・ はしご車」について「仕事」と「つくり」「

５ をまとめることを知らせる。

分

６ 板書計画

７ 自己評価カード
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８ 教材分析

「 じ ど う 車 く ら べ 」

言語事項 〈キーワード〉 ( ) どんな、しごと、つくり1
( ) 人をのせてはこぶ、ざせき、大きなまど2
( ) にもつをはこぶ、ひろいにだい、タイヤがたくさん3
( ) おもいものをつりあげる､じょうぶなうで､しっかりしたあし4

〈接続語〉 そのために

〈文末表現〉 ～います。 ～いますか。 ～あります。 ～です。

～でしょうか。

話の順序 ①②③

それぞれの自動車は、どんな仕事をしているのか。そのために、どんなつくり

になっているのか。

④⑤

バスや乗用車は、人を乗せて運ぶために、座席のところが広く、大きな窓がた

くさんある。

⑥⑦

トラックは、荷物を運ぶために、広い荷台になっている。重い荷物を載せるト

ラックには、タイヤがたくさんついている。

⑧⑨

、 、 。クレーン車は 重い物を吊り上げるために 丈夫な腕が伸びたり動いたりする

車体が傾かないように、しっかりした足がついている。

文章構成 話題 ①

問いかけ ②③

仕事Ⅰ ④ 仕事Ⅱ ⑥ 仕事Ⅲ ⑧

作りⅠⅡ ⑤ 作りⅠⅡ ⑦ 作りⅠⅡ ⑨

筆者の思い 自動車には、たくさんの種類がある。それぞれの自動車は、いろいろな仕事をし

ていて、その仕事に合ったつくりが工夫されてある。

、 、 。発 展 教材文を参考にして ほかの自動車についての説明文を書き 自動車図鑑を作る

また 「好きな自動車お知らせ図鑑」発表会を開く。、
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９ 個人カルテ

じどう車くらべ 個人カルテ
名 前

って

・車への関心 ◎ ○ △

・音読（正確に大きな声でよめる） ◎ ○ △実

・文字を書くスピード ◎ ○ △

・作文 ◎ ○ △態

・集中力 ◎ ○ △

初発の

感想

その他
単元の評価規準表による

評価読むことにそった評価
キーワードを押さえている 反復Ａ Ａ Ｂ Ｃ。（ ）

初発の感想をもつ。 Ａ Ｂ Ｃ

二つの課題をつかんでいる。 Ａ Ｂ Ｃ

バスと乗用車のよさを仕事とつくりに Ａ Ｂ Ｃ学

そって見つけている。習

トラックのよさを仕事とつくりにそっ Ａ Ｂ Ｃの

て見つけている。実

クレーン車のよさを仕事とつくりにそ Ａ Ｂ Ｃ態

って見つけている。

はしご車の説明文を書く。 Ａ Ｂ Ｃ

自分が紹介したい自動車を選び、仕事

とつくりにそって「自動車図鑑」を作 Ａ Ｂ Ｃ

っている。

・ じどう車くらべ」単元テスト 点単 「

・読みの確かめ（反復Ｂ） 点元

・本や図鑑に関心をもって読んでいる。 Ａ Ｂ Ｃ終

了

読 み 取 っ た こ と （ 自 動 車 の 仕 事 と つ く り ） を 生 か し て 、 他 の 自 動 車 の 簡 単 な

説明 の文 を 書 け る 。


